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１．まえがき	

農林水産省の統計によると，日本における近年の農業就

業人口は減少傾向にある．また平成 28 年の農業就業者の

平均年齢は 66.8 歳であり，約 6 割が 65 歳以上となってい

る[1]など，高齢化が進んでいる．これに伴い農業後継者

育成が緊急の課題となっている．一方，安定した収穫を得

るためには，長年の農業経営継続による経験や勘をもとに

得たノウハウが必要であり，新規就農者には就農初期にお

ける多額の初期投資に見合った収穫を得るのが困難であり，

これが農業後継者不足の原因となっている．この問題を解

決するためには，熟練の農業従事者のノウハウを後継者で

ある新規就農者に効率よく伝承することが重要になる．し

かし，現状ではノウハウに具体的な指標が少なく，これら

の指標を作るために必要な作業の記録が十分に行われてい

ないためノウハウまで伝承することが難しい．一方，近年

ICT を用いた農場環境の管理，作業記録の補助など，農業

と ICT との連携が注目されている．現在行われている農業

ICT に関する研究は，農作業そのものをセンシングによっ

て支援し，収穫の向上や安定化を図るものが主流であり，

農業後継者へのノウハウ伝承を主眼に置いたものは少ない．

本研究では，農業従事者自身の観測を行うことで，記録も

れの少ない農業日誌自動作成機能を備え，圃場環境データ

と連携することで，農作業ノウハウを自動的に指標化する

システムの提案を行う，圃場環境情報，天気，作物の生育

ステージをもとに次になすべき農作業を提案することで，

ノウハウを持たない農業後継者の作業の効率化を目指す．	

２．関連研究	

農作業記録にと関して吉田らのスマートウォッチを用い

た農作業記録システム[2]やウェアラブルカメラを用いた

農作業自動識別システムなどがある[3]，	

吉田らのシステムは，スマートウォッチの位置情報と作

業予定を用いて作業開始/終了時刻を記録するシステムで

ある．まず，使用者は事前に Web アプリケーション上に

「作業者，作業場所，作業内容，作業開始/終了予定時

刻」の項目を入力することで作業予定を作成する．農作業

実施時にスマートウォッチを操作することで作業開始/終

了時刻，作業状態を記録することができる．しかし，事前

に作業予定を作成しなくてはならず，それをもとに作業の

記録を行うため，予定外の作業を行う場合は別途入力を行

う必要があるなど，農業従事者の手間が増加する問題があ

る．	

稲田らのシステムは，視点映像を用いた農作業の自動識

別を行なっている．スマートグラスを着用した農業従事者

の視点映像を取得し，映像の各フレームの HLAC と COLOR-

HLAC に対して k-means 法を適用することでもっとも類似性

の高い農作業を推定する．この手法では，スマートグラス

にカメラを固定しているため，頭の動きに連動してカメラ

が動き，作業者が眼球運動のみによって手元を確認した場

合，作業を判別できない場合がある．また，現状ではスマ

ートグラスのバッテリ駆動時間は短いため，一日の全ての

農作業を記録するための充電やデータの移動など農業従事

者へ手間が増加する問題がある．	

このため，農業従事者が意図せず行なった農作業も自動

的に記録可能な農業従事者への負担の少ないシステムを作

成する必要がある．	

３．システム概要	

本研究で提案するシステムは圃場画像自動記録システム

と圃場画像・圃場環境データを用いた農作業日誌自動作成

システムから構成される．圃場画像自動記録システムはネ

ットワークカメラと Raspberry	Pi で構成される．ネット

ワークカメラを用いて取得した画像を Raspberry	Pi を用

いて 10 秒間隔でオンラインストレージに保存する機能を

有する．保存画像に動体検出を行い，動体が検出された画

像に農業暦などから得られた作業内容をラベルづけする．

農作業日誌自動作成システムでは圃場画像自動記録システ

ムが収集した圃場画像・圃場環境データを用いて作業内容

を推定し作業日誌を作成する．圃場環境データは温度，湿

度，土壌体積含水率，日射照度のデータを使用する．農作

業がラベルづけされた画像データをもとに現在の農作業を

推定する．潅水のような圃場の画像から推定することので

きない作業については，圃場環境データから作業時刻を推

定し作業日誌を作成する．	

４．まとめ	

	 本稿では，作業記録の負担を軽減した農作業日誌自動作

成システムを提案した．提案システムは，圃場画像と圃場

環境データを用いることで作業日誌作成の自動化を行う．

今後の課題としては，画像から農作業推定時に OpenCV な

どのアルゴリズムを使用することで高精度な農作業推定を

可能にする必要がある．	
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